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第１号議案 

 

実質化された人・農地プランの更新（案）について 

 
１ 実質化された人・農地プランについて 

（１）「人・農地プラン」とは、①「人」の問題、５年後、１０年後を見据えた地域

農業をけん引していく人材の確保。②「農地」の問題、農地集積・集約化や、ほ

場整備事業といった、地域農業を担う者が農業経営を行いやすい環境の整備。こ

の二つの問題に対しての方向性や展望をまとめた計画（プラン）である。 

（２）令和元年度に農地中間管理事業の推進に関する法律（平成 25年法律第 101

号）が一部改正され、今後は、地域の特性に応じて、市町村、農業委員会、土地

改良区、ＪＡなどの関係機関と農地中間管理機構が一体的な体制をつくり、「人・

農地プラン」を核に農地の利用集積・集約化を推進していくこととされた。 

  匝瑳市においては、この改正に伴い、市内１２地区について、人・農地プラン

を「実質化」済みである。 

 

２ 法制化に伴う今後について 

 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律案が令和５年４月に施行され、

人・農地プランは、「地域計画」として法定化された。地域計画が策定されるまでの

期間については、人・農地プランを更新・策定する。 

 

３ 今回の更新内容について 

 

（１）主な変更点 

①新規加入 

氏名 地区 属性 営農類型 

株式会社ヒラノ 市外（成田市） 認農法 養豚 

川口 裕興 豊和 認農 花き・花木 

森川 裕教 豊栄 認農 水稲 

株式会社伊藤園芸

米工房 
市外（横芝光町） 認農法 水稲 

宮負 佐一 市外（旭市） 認農 
水稲＋露地野菜

（食用ナバナ） 

荒井 久五 市外（旭市） 認農 
水稲＋露地野菜

（ヤマイモ） 

農事組合法人山崎

営農組合 
吉田 認農法 

稲作＋露地野菜

（ネギ）＋牧草 

 

 

 



②変更（農業者属性の変更） 

氏名 地区 営農類型 変更となる属性 

菅谷 守夫 豊和 水稲＋露地野菜  認農⇒到達者 

太田 憲一 平和 
施設野菜（ｲﾁｺﾞ）＋

水稲 
認農⇒到達者 

有限会社九十九里

ファーム 
野田 

養鶏（採卵鶏）＋酪

農＋酪農飼料製造

+生産物販売+露地

野菜 

認農法⇒到達者 

江波戸 喜一 共興 植木 認農⇒到達者 

佐瀬 義紀 栄 植木+水稲 認農⇒到達者 

渡邉 弘仁 匝瑳 植木 認農⇒到達者 

佐藤 正剛 飯高 水稲+露地野菜 認農⇒到達者 

安藤 幸春 椿海 水稲+露地野菜 認農⇒到達者 

穴澤 久男 野田 水稲+露地野菜 認農⇒到達者 

株式会社ヤマザキ 須賀 養豚 認農法⇒到達者 

菊間 正允 椿海 水稲 認農⇒到達者 

鈴木 庸雄 椿海 水稲 認農⇒到達者 

篠塚 成一 椿海 水稲＋植木 認農⇒到達者 

高品 文敬 豊和 施設野菜＋水稲 認農⇒到達者 

石毛 信廣 平和 植木専作 認農⇒到達者 

林 浩之 野田 植木専作 認農⇒到達者 

渡辺 寿子 

渡辺 浩 
栄 施設野菜+水稲 認農⇒到達者 

有限会社リエモン

園芸 
椿海 

花卉＋水田作業受

託 
認農法⇒到達者 

鈴木 一裕 豊栄 水稲＋施設野菜 認農⇒到達者 

有限会社マスダ園

芸 
共興 施設花卉専作 認農法⇒到達者 



氏名 地区 営農類型 変更となる属性 

椿 洋一 豊和 露地野菜+水稲 認農⇒到達者 

株式会社瑞穂農園 吉田 露地野菜＋その他 認農法⇒到達者 

株式会社ミツボシ 豊栄 稲作＋麦類作 認農法⇒到達者 

椎名 寛 中央 施設野菜＋水稲 認農⇒到達者 

嶋田 肇 栄 
水稲＋露地野菜

（ネギ） 
認農⇒到達者 

塚本 光一 共興 露地野菜 認農⇒到達者 

有限会社サンファ

ーム 
野田 養鶏（採卵鶏） 認農法⇒到達者 

椿 幸久 豊和 露地野菜 到達⇒認農 

金城 ハル子 須賀 露地野菜 到達⇒認農 

越智 雅紀 

越智 みどり 
豊和 養鶏 認就⇒到達者 

香取 望 

香取 絢 
椿海 水稲＋露地野菜 認就⇒到達者 

大木 規義 中央 露地果樹 認就⇒認農 

五木田 宏海 野田 露地野菜 認就⇒認農 

星野 忠義 野田 露地野菜 認就⇒到達者 

③削除 

氏名 地区 属性 営農類型 

篠塚 昭雄 椿海 認農 水稲＋植木 

和田 秀樹 中央 認農 豆類＋いも類 

熱田 宣昭 野田 認農 露地野菜+水稲 

 

（２）中心的経営体の内訳  ※カッコ内は令和４年度数値 

 ①認定農業者（個人） １８２件（１９７件） 

 ②認定農業者（法人）  ３０件（３４件） 

 ③認定新規就農者    ３件（８件） 

 ④基本構想到達者  １２１件（９２件） 

【合計】   ３３６件（３３１件） 



第２号議案 

 

椿海地区地域計画（案）について 
 

（１）地域計画とは 

 改正された農業経営基盤強化促進法が令和５年４月１日に施行され、この中で、

地域での話合いにより、目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する地域計画を定

めることが明記されました。これを受け、匝瑳市においても、現状の「人・農地プ

ラン」の後継計画として、令和６年度末までに「地域計画」を策定する。 

 

（２）椿海地区地域計画（案）について 

 椿海地区については、千葉県により、地域計画の重点サポート地区に指定されて

いるため、他地域より先行して計画策定を行う。 

 同地区では、基盤整備事業における担い手等に関する計画が既に成立しており、

これまで話合いが進められてきたことから、地域計画に位置づける「農業を担う

者」は、現状の中心経営体とする。 

 目標地図（素案）は、基盤整備事業内の計画の中で予定されている農地利用図を

基礎として作成、２月に農業委員会より提出された。 

 地域計画の工程の１つである「協議の場」は、以下の２回にわたり実施。協議結

果を市ホームページで公表している。 

 ・令和５年１０月２３日 春海・椿海・豊和地区環境保全会 

 ・令和５年１２月１２日 匝瑳市飼料用米推進協議会生産者部会 

 なお、令和６年度には、同年度内に実施予定のアンケート結果を基に計画に反映

（更新）予定である。 

 

（３）椿海地区地域計画策定までのスケジュール 

２月中旬 【済】目標地図（素案）作成。 

２月２１日（水） 【済】椿海地区説明会 

３月上旬 【済】関係機関意見聴取（農業委員会、JA、土地改良区等） 

３月２２日 本検討会による協議、協議結果を市長へ報告 

令和６年度中 公告・縦覧（２週間） 

 

（４）関係機関からの意見聴取結果 

 匝瑳市農業委員会より、①地域計画策定エリアに関すること、②営農型太陽光発

電事業に関することについて、意見があった。 

 その他、関係機関からは意見なし。 

 

（５）今後の予定 

 令和５年度中に予定していた公告を令和６年度中の公告とする。（農業事務所と調

整済み） 


